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 令和 7 年 8 月 19 日 

都市建設常任委員協議会 

都市整備部道路維持課 

第 2回 青森市除排雪検討会議の開催概要等について 

 

1 第 2回青森市除排雪検討会議の開催概要  

〇日 時 ： 令和 7年 7月 17 日（木） 13 時 00 分～14時 30 分 

〇場 所 ： 市役所本庁舎 2階 庁議室 

 

【概要】 

  ・気象専門の委員から本市の冬期間における気象分析の結果について御説明いただいたほか、

除排雪事業者、福祉のそれぞれの分野の委員から、雪に関する取組等について紹介いただ

いた。 

・事務局から、本年 5月に実施した除排雪事業者へのヒアリング内容を踏まえた除排雪業務

契約事業者の業種別構成比やオペレーター数の推移のほか、流・融雪溝の整備概要や市教

育委員会と連携した通学路除排雪に関する取組、除雪延長や除排雪使用重機、作業出動基

準など除排雪実施体制に関する他都市との比較などについて説明した。 

 

【委員からの主な御意見等】 

  ・雪の質が重くなってきていることで、除排雪をはじめ、高齢化により屋根の雪下ろしが難 

しい状況になってきているのではないか。 

  ・市が持っている雪に関するデータや情報などをもっと市民に幅広く周知する必要があり、

共通認識を振り返ることが第一歩になるではないか。 

  ・将来を担っていく子供たちがボランティアに目覚めて雪片付けを一生懸命手伝ってもらえ

るような子供を育てていくことが、力を合わせて雪と向き合う要素になるのではないか。 

  ・通学路の除排雪について学校運営協議会の枠組みが市は充実しているので、市教育委員会 

と連携することで地域を動かすような仕組みになになるのではないか。 

   

 

 

 

 

 

 

 

〇今後の予定 

8 月 21 日（木） 第 3回検討会議（取りまとめ） 
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2 令和 7年度除排雪事業実施計画策定に向けたスケジュール 

（1）計画策定の目的 

「青森市市民とともに進める雪処理に関する条例」第 2条第 3項に定める事業計画として

策定するものであり、冬期間における都市機能の維持及び道路交通の確保と市民生活の安定

を目指して、国・県・市並びに市民・事業者が互いに連携、協議しながら、効果的・効率的

な除排雪作業を実施するための基本方針として定めるもの。 

 

（2）計画策定までのスケジュール 

  ○令和7年5月  令和7年度除排雪事業に向けた事前調査 

・令和6年度除排雪作業委託事業者に対して、昨冬における除排雪作業や今冬における除排 

雪体制等の状況について聞き取りを実施 

○令和7年8月  除排雪事業に関する意見交換会 

 ・東青除排雪協会と除排雪対策事業等について意見交換を実施 

○令和7年10月  青森市除排雪事業者連携協力会 

 ・除排雪作業委託予定事業者との意見交換を実施 

○令和7年10月  除排雪事業に関する説明会 

 ・青森市町会連合会と今冬の除排雪作業計画等についての意見交換を実施 

○令和7年11月１日  除排雪事業実施計画の策定・公表 

 

（3）「豪雪災害白書」等との関係性 

  「豪雪災害白書」で示した今後の方向性及び除排雪検討会議の意見を踏まえ検討する取組

のうち、即年で実施する取組は、令和 7年度除排雪事業実施計画に反映する。 

 



取組の方向性解決手法の検討論点・課題整理現状整理

【除排雪検討会議】 ～本市除排雪体制の抜本的な見直しに向けたスタートライン～

▷ 気象状況の変化

▷ 除排雪作業実施体制

▷ 市民相談

▷ 自助・共助・公助

▷ 情報発信

▷ 市民意識

▷ 実施体制

【取組の方向性】

▷ 雪に強い街区の形成

▷ 自助・共助除排雪体制の再整備

▷ 雪対策に関する情報の活用

▷ 道路交通機能の維持・確保

▷ 異常降雪時の除排雪実施体制

▷ 超長期（概ね20年後）を見据える

▷ 長期的な理想像を見据え、その実現に向けて柔軟に取組を展開

（明確な目標に向かって一歩ずつ歩みを進めるイメージ）
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青森市除排雪検討会議と青森市豪雪災害白書の関係性及び今後の施策展開について

背景

▶ 少子高齢化、人口減少（流出）、担い手不足

▶ 地域コミュニティや共助体制の弱体化傾向

▶ 近年の降雪傾向の変化をはじめとする気候変動

目的 ～持続可能な除排雪体制の構築～

▷ 冬期間における市民生活の安定を図る

▷ 市民みんなで力を合わせて雪と向き合う

▷ 将来的に発生する豪雪災害を乗り越える
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取組の方向性課題検証と今後の方向性現状整理

▷ 昨冬の大雪の状況

▷ 市民生活への影響

▷ 除排雪実施体制

▷ 除排雪作業

▷ パートナーシップ

▷ その他雪対策

▷ 短期（～3年）、中長期（～10年）で展開

▷ 明確な課題の解決に向け、随時取組を見直す手法

（現状の足場を固めつつ、守備範囲を広げていくイメージ）

背景

▶ 令和6年度年末年始の記録的な豪雪災害により、市民生
活への広範囲で多大な影響

▶ これまでの本市の雪対策等について、改めて検証が必要

目的 ～過去の教訓から未来の準備へ～

▷ 将来的に発生する豪雪にも適時的確に対応可能な体制
の整備 （事前の準備）

▷ 今後の雪対策に係る方向性の提示（新しい戦略の実施）

超長期
（～20年）

中長期
（～10年）

短期
（～3年）

▷ 着手可能な施策から、順次当該年度の除排雪事業実施計画に位置付け

▷ 除排雪体制や雪処理の方向性に大きな変更が生じる場合には、雪対策基本計画等を見直し

【施策展開】 ～関係者間での継続的な情報共有・議論・改善～
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